


名古屋能楽堂　三月定例公演

2月17日(土)　14：00～15：30
三月定例公演事前学習講座 ［受講チケット］三月定例公演とのセット券500円、一般券1,000円 ほか

◆能「巻絹」のあらすじ、見どころを解説します。詳細は事前学習講座チラシをご覧ください。　

公益財団法人 名古屋市文化振興事業団  TEL.052-249-9385

＊地下鉄・市バス等公共交通機関をご利用ください。
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当日券は自由席のみ500円増となります。
事業団友の会会員（前売のみ）、障がい者手帳等をお持ちの方（付添１名含む）、
事前学習講座とのセット券同時購入は１割引。
（名古屋能楽堂・事業団チケットガイド・事業団施設窓口のみ。各割引の併用はできません。）

名古屋能楽堂／TEL.052-231-0088（チケット郵送可）
名古屋市文化振興事業団チケットガイド／TEL.052-249-9387
（平日9：00～17：00／チケット郵送可）
＊名古屋市文化振興事業団が管理する文化施設窓口＜土日祝日も営業＞でもお求めいただけます。

中京テレビ事業／TEL.052-588-4477
栄プレチケ92／TEL.052-953-0777
チケットぴあ／TEL.0570-02-9999 (Pコード 483-069）
＊お近くのセブンイレブン、サークルＫサンクスでもお買い求めいただけます。
＊外国籍が証明できるパスポート等を持参された方には前売・当日とも１割引きします。（名古屋能楽堂取扱いのみ）
　To visitors who bring their passports or the likes which prove respective foreign nationalities, advance/day tickets are available at a 10% discount. (at Nagoya Noh Theater only)

＊学生券は25歳以下を対象とします。

＊前売券発売日  平成29年12月26日（火）

4,100円 3,100円 2,100円
under 25 years old

plus ¥500, on tha day

◇
能
解
説｢

巻
絹｣   （
ま
き
ぎ
ぬ
）

　
何
時
の
頃
か
、我
が
国
の
朝
廷
か
ら
全
国
に
命
が
下
っ
て
、千
疋
の
巻
絹

（
多
分
、絹
の
布
地
で
あ
ろ
う
。絹
は
貴
重
な
品
で
あ
っ
た
筈
）を
熊
野
の
神

に
供
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。都
か
ら
も
一
人
の
男（
ツ
レ
）が
巻
絹
を
持
っ
て

熊
野
へ
と
向
っ
て
い
る
。熊
野
へ
来
て
、美
し
く
冬
梅
の
咲
い
て
い
る
神
域
で

「
音
無
に
か
つ
咲
き
初
む
る
梅
の
花
、匂
は
ざ
り
せ
ば
誰
か
知
る
べ
き
」と
和

歌
を
詠
ん
で
、心
に
念
じ
巻
絹
を
熊
野
の
地
の
役
人（
ワ
キ
）に
届
け
た
の
で

あ
っ
た
が
、期
日
に
お
く
れ
た
た
め
、縄
で
し
ば
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ

た
。そ
こ
へ
神
に
仕
え
る
巫
女（
シ
テ
）が
あ
ら
わ
れ
、そ
の
縄
を
解
い
て
、男

を
解
放
し
た
の
だ
っ
た
。縄
を
解
き
放
つ
理
由
と
し
て
は
、「
音
無
に
か
つ
咲

き
初
む
る
梅
の
花…

」の
和
歌
を
詠
ん
で
神
慮
に
手
向
け
た
故
で
あ
っ
た
。

こ
の
巫
女
に
は
神
が
の
り
移
っ
て
い
て
、巫
女
の
言
葉
は
実
は
熊
野
の
神
の

言
葉
で
あ
っ
た
。こ
の
能
に
お
い
て
、以
上
が
具
体
的
な
話
の
進
行
で
あ
り
、

後
半
部
は
、こ
の
前
半
部
の
話
を
ふ
ま
え
て
、「
和
歌
の
徳
」が
抽
象
的
に
述

べ
ら
れ
、そ
の
あ
と
シ
テ
の
神
楽
の
舞
と
な
り
、時
と
し
て
狂
ほ
し
く
舞
う

の
で
あ
っ
た
が
、こ
の
巫
女
に
の
り
移
っ
て
い
た
神
は
、巫
女
か
ら
離
れ
て
し

ま
い
、巫
女
は
狂
い
が
覚
め
て「
本
性
に
ぞ
な
り
に
け
る
」の
句
に
よ
っ
て
能

は
終
了
す
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
、和
歌
は
民
族
の
美
的
、知
的
に
崇
敬
の
対
象
と
な
り
、

又
そ
の
象
徴
と
も
な
る
存
在
で
あ
っ
た
故
に
、こ
の
よ
う
な
能
が
多
く
創
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
に
つ
い
て
も
同
様
な
類
型
が

あ
ろ
う
。

　
小
書「
諸
神
楽
」に
つ
い
て
。一
般
に
能
に
お
け
る「
神
楽
」の
舞
は
、前
半

が
神
楽
の
楽
が
奏
さ
れ
、後
半
は「
神
舞
」と
な
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、こ

の
小
書
き
に
よ
る「
神
楽
」は
最
後
ま
で
神
楽
の
楽
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。「
諸
神
楽
」の「
諸
」は「
総
」の
意
と
考
え
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
泉
　
嘉
夫
）

　
茶
競
べ
に
出
掛
け
る
予
定
の
主
人
は
、太
郎
冠
者（
召
使
）に
伯
父
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
、茶
道
具
を
は
じ
め
太
刀
や
馬
な
ど
、あ
れ
こ
れ
と
借
り
て
来
る
よ
う

命
じ
ま
す
。

　
や
む
無
く
訪
ね
た
太
郎
冠
者
に
、伯
父
は
所
望
の
数
々
を
貸
し
与
え
ま
す

が
、中
で
も
所
有
の
馬
に
は
悪
い
癖
が
あ
っ
て
・・・
。

　
茶
競
べ（
茶
比
べ
・
茶
較
べ
）と
は
、茶
の
風
味
や
品
質
・
産
地
・
銘
柄
な
ど
を

飲
み
分
け
て
当
て
る
茶
会
の
一
種
で
、鎌
倉
・
室
町
時
代
に
流
行
し
た「
闘
茶
」

と
も
言
い
、旦
那
衆
の
遊
び
の
一
つ
で
し
た
。本
曲
で
は
、道
具
一
式
か
ら
し
て

借
用
せ
ね
ば
成
り
立
た
な
い
見
栄
っ
張
り
で
強
情
な
主
人
に
対
し
、日
頃
か

ら
何
か
と
振
り
回
さ
れ
る
哀
れ
な
太
郎
冠
者
の
葛
藤
と
、痛
快
な
抵
抗
が
見

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
曲
名「
止
動
方
角
」と
は
、馬
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
唱
え
る
呪
文

「
寂
連
童
子
、六
萬
菩
薩
。鎮
ま
り
給
へ
、止
動
方
角
。」に
因
る
も
の
で
す
。

（
井
上
菊
次
郎
）

◇
狂
言
解
説｢

止
動
方
角｣  （
し
ど
う
ほ
う
が
く
）

◇
開
演
前
シ
ョ
ー
ト
解
説

　 

（
午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
）

　 

『
巻
絹
』に
つ
い
て
　
久
田
勘
鷗

笛小
鼓

大
鼓

太
鼓

藤
田
六
郎
兵
衛

後
藤
嘉
津
幸

河
村
総
一
郎

加
藤
　
洋
輝

後
見

瀬
戸
　
洋
子

今
澤
　
美
和

地
謡

伊
藤
　
裕
貴
　
松
山
　
幸
親

吉
沢
　
　
旭
　
祖
父
江
修
一

八
神
　
孝
充
　
久
田
　
勘
鷗

本
田
　
　
勲
　
清
沢
　
一
政

止
動
方
角  

（
和
泉
流
）

シ
テ

ア
ド

ア
ド

ア
ド

太
郎
冠
者

主
人

伯
父

馬

今
枝
　
郁
雄

佐
藤
　
友
彦

井
上
松
次
郎

大
橋
　
則
夫

後
見

鹿
島
　
俊
裕

休
憩
十
五
分

都
合
に
よ
り
出
演
者
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
】

◆
能「
巻
絹
」

日
本
語
／
米
田
真
理（
朝
日
大
学
経
営
学
部
教
授
）

英
　
語
／
古
屋
弓
子（
能
楽
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
名
古
屋
）

（
午
後
四
時
頃
終
了
予
定
）

巻
絹 

諸
神
楽 

（
観
世
流
） 

シ
テ

ツ
レ

ワ
キ

ア
イ

巫
女

都
の
男

臣
下

従
者

久
田
三
津
子

久
保
信
一
朗

高
安
　
勝
久

鹿
島
　
俊
裕

せ
ん
び
き

も
ろ
か
ぐ
ら


